
オンラインでも地域実習は再現できるか？
オンライン地域実習を経験した学生たちの学びに関する探索的研究
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研究のデザインと方法
対象

2019年度までの当講座主催の地域医療体験実習に2019年まで現地参加した参加学生及び、2021年のオンライン実施の同実習の参加学生である、
高校1年生～3年生、医学部5年生。今回は現地実習参加の高校生28人、オンライン参加の高校生31人について検討した。

デザイン・方法
観察研究である。オンライン実習では現場で活躍する医師、病院の多職種職員、地域住民との交流ができるよう内容を工夫しZoomにて開催した。
また訪問リハビリの現場と中継し、患者さん及びその家族とリアルタイムで対話し質問などができるようにした。実習終了時に学生たちの感想や学び
をワークシートに記入してもらったものをもとに、重要となる言語を抽出しSCAT解析による質的分析を行う。両者の結果を比較し、それぞれの実習
形態の学びの特徴やオンラインでの実習再現性を検討する。

背景

パンデミック下では、患者と学生の感染予防を最優先するため医学生実習カリキュラムの変更と既存の学生実習の再設計が求められた。特に地域コ
ミュニティを基盤とした体験型実習の実施には困難をきたしており、新しい形でいかに学びを再現するかは重要なテーマとなる。学生の講義に関して
オンラインと対面型を比較しても知識獲得や学習効果に大きな差がないか、時にコンテンツの形式によってはオンライン形式の学習効果が優れること
もあると報告されている1)。しかし学生にむけた体験型の地域実習をオンラインで実施したとき、どのくらい学生にとっての学習効果やインパクトを
残せるのか検討された報告は少ない。当科が例年行ってきた「高校生と医学生のための地域医療体験」は昨夏コロナ禍でオンラインに変更し実施した。
例年の対面型（合宿型）参加学生と、今回のオンライン型参加学生の経験を比較することでが体験型実習がどこまでオンラインで再現可能なのか、学
生たちは何を学ぶことができたのかを明らかにできると考える。

本研究の目的

対面型地域実習、オンライン地域実習に参加した学生の記録からそれぞれ得られた学びの特徴や学びの経験を明らかにする。また、現地での対面型実
習でないと得られないものや、オンラインだからこそ得られたものが存在しうるかについても検討することで、パンデミック下など様々な状況で対面
型実習が困難な状況でも実習の再現がどこまで可能なのか検証し、今後の医学教育でできるオンライン型体験実習の形について提案する。

背景と本研究の目的

学生たちのアンケート

考察
これまでの報告では、オンラインはオフラインと同等の学習効果がありそうだが、これは教育手法や学習環境、学生への十分なフィードバックやガ
イダンスがあってより成立するとされている。また’blended learning’と呼ばれるオンライン、オフラインの併用（日本で「ハイブリッド」と呼ば
れている形態）がより教育効果を高める可能性が示唆されている2)。

今回の結果からオンラインの体験実習は現地開催（対面型）の実習とほぼ同等の学びが得られる可能性が示唆される。オンラインと、対面型の大
きな違いは特に、医学生と高校生、高校生どうしのコミュニケーションの量、直接体感できる体験型実習の有無に集約されるが、それらがオンライ
ンであっても十分補完されている可能性がある。オンラインの教育はその空間での学生同士、教師と学生の「コミュニティ形成」によって学びが促
進されるとされており、まさに、Zoomでの教育手法の工夫によって学生間の交流、患者さんや家族、住民や職員との交流が実現でき、オンライン
開催であるにも関わらず実体験型の実習と同じ学びを得ることができた可能性がある。本発表の段階までは研究のパイロット的段階と考えており、
それぞれの学生がどちらかのセッティングしか体験してないことから、比較することが困難である点が本研究のリミテーションだと考えられる。オ
ンラインで体験型実習が再現される可能性はあるが、お互いに見えていないだけかもしれない。

【本研究の今後の検討課題】両者をより比較することが可能となる他の分析方法があるかどうか。もしくはリッカートなどを使用してより定量的に
両者で学んだことを解析できる質問紙づくりを今年の実習に向けて取り組むことが必要と考える。

高校生はアンケートの語彙のバリエーションが少なかったため、SCATで抽出できるほどのストーリーラインができない可能性がある。むしろ質問
紙法ではなく両方の形態を知っている学生への構造化された口頭インタビューなどを実施する必要がありそうである。医学生についても同様に検討
し、今年再びオンラインで実施するので準備を進めたい。

現地実習の様子 オンライン実習の様子

結果

2017年～2019年に現地参加した高校生28名、オンライン参加し
た高校生31名が実習終了時に書いたアンケートから、注目すべき
テクストを抽出し一部語句の言いかえを行った。

【どんなことが学べたと思いますか】について
オンラインという非接触の学習形態でも、「地域のあたたかさ」
「人のあたたかさ」をあげた学生が複数いた。またコミュニケー
ション、発信力、地域医療の現状等共通のカテゴリで分けたとき、
両者に大きな違いはなかったが「時間がゆっくり流れる」という
語句が特にオンラインにはない要素として抽出された。

【自分が変わったと思うところはありますか】について
地域医療（僻地の医療）の印象が変わりおおむねプラスのイメー
ジに変わっている点や、コミュニケーション能力の成長、自分自
身の変化、医師像、医療者像がより確固たるものになる点などは
共通してみられたが、「いつもの自分から離れる」「自分らし
さ」といった語句が現地に限ってみられた。
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オンラインでも体験型地域実習を再現できる可能性が示唆されたが解析の手法などについてさらなる検討が必要である。


